
自転車の盗難被害を防止する取り組みに関する決議 

 

 

犯罪のない明るく安全・安心な住みよい社会は市民すべての願いである。 

平成１４年に戦後最高を記録した本県の刑法犯罪は、警察当局による検挙・抑止活

動と地域住民による自主的な防犯活動とが相まって、翌１５年以降減少傾向を維持し

ているが、本年３月を境に減少の幅が鈍化しており、このまま推移すれば、いつ増加

に転じてもおかしくない厳しい情勢にあり、本市においても同様の趨勢にある。 

そこで、本市議会は、この傾向に歯止めをかけると共に、いわゆる、大量生産・大量

消費の時代が負の遺産とも言うべき「使い捨て」の風潮から脱却して「物を大切にする

心」を取り戻すことを目指し、本市で発生している犯罪全体の約５分の１を占める自転

車の盗難被害に着目して、警察などの関係機関並びに市民各位の理解と協力のもと 

○ 自転車に２つの鍵をつける 

○ 自転車を止めるときはわずかな時間でも鍵をかける 

○ 自転車を止める時は駐輪場を利用する 

○ 防犯登録をする 

等の対策を率先して取り組み、もって、自主性と継続性のある犯罪に強い地域社会

の実現に努める。 

 

以上、決議する。 
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